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゜年頭にあたり 新年の抱負 2025• さんぽみち 1月1日現在の会員数

トピックス102024 •やってみよう健康講座 男… 620名

巳年からのメッセージ ポランティア・会員のひろぱ 女… 429名

新春特別企画 お知らせ 計…l,049名

゜ ゜ーいつまでも笑顔と健康地域の輪一
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第157号 小金井市シルバ一人材センター 令和7年 1月20日

年頭にあたり

会長木場征夫

新年明けましておめでとうございます。

会員の皆様には、健やかに新しい年をお迎えに

なられたこととお慶び申し上げます。

インボイス制度への対応など取り巻く環境か厳

しい中で、シルバー人材センター （以下センター）

として大過なく事業を持続して、新年を迎えるこ

とが出来ましたことに、会員を初め職員 • 発注先

など関係者の皆々様に心から感謝申し上げます。

私どもは目下 「いつまでも笑顔と健康地域の

輪」 を合い言葉に活気のあるセンターづくりに意

を注いでおります。

令和5年度の新規入会者の平均年齢は70.7歳と

70歳を超え、現会員の平均年齢も75.2歳と後期高

齢の世代となって、超高齢化が明らかになってい

ます。

昨年9月のいきいきフェアの折、趣味の油絵を

4点出品ざれた99歳の現役会員を紹介しました。

その方は、 91歳になるまでの約20年間、植木剪定

班に従事ざれ、ゴルフサークルではプレイをされ

ているとお聞きしました。

年齢が80歳に達しますと、地域活動から何とな

く身を退く傾向がある様ですか、センターの諸活

動には元気な限り定年はありません。就業上の不

明な点、悩み事などについては、理事・職員によ

る相談会を毎月 2回開いていますが、年齢に拘わ

らず働きたい会員が働き続けられる就業先をさら

に備えることが喫緊の課題になっています。

また、地域貢献活動の活発化に向けて、地域班

長 ・地区委員 ・広幸財旦当委員合同会議を初めて開

催するなど地域班活動を支援して来ました。清掃

や施設訪問などの地域ボランティア活動は、会員

の皆ざんの話し相手、遊び仲間づくりに役立って

います。その集大成が新年に開催される地域班集

会になります。会員の出席率40％を目指してお互

いに声掛けをして参りましょう。

コロナ禍の間に停止していたサークル活動も会

員意向調社を実施しました。ゴルフ、カラオケを

始め、新設の囲碁 ・将棋、ウォーキング等々も始

まりつつありますので、皆様の積極的な参加をお

待ちしております。

新規会員の入会については、入会説明会と入会

手続きを同日に行って、職班の紹介をパワーポイ

ントによる映像で統一化を図るなど、人会時の負

担が軽くなりました。また、ホームページからの

WEB入会も可能にしています。加えて、例年入

会者が多い10月から 3か月間は東町での出張入会

説明会を設営しました。

会員募集の広告宣伝は、いきいきフェア、健康

講座などイベントの際は勿論のこと、駅頭チラシ

配布、市民掲示板貼付、市報誌面告示等と機会を

逸しない様努力しております。昨年新たに特典付

き 「会員紹介カード」 を導入しました。会員の皆

ざんに一人でも多くの方を紹介いただければ有難

く思います。

昨年11月施行のフリ ーランス新法への対応、諸

方面におけるデジタル化の要請等々と、センター

事業は環境面での変革期に差し掛かりつつありま

すが、会員の皆さんが明る＜元気にセンター活動

に勤しむことが一番大切です。

持続可能なセンター事業を展開して参りますの

で、今後とも会員各位のご理解、ご協力を宜しく

お願いいたします。

● 健康は良い習憬の積み重ね（本町渡辺伊佐夫氏）



令和7年1月20日 小金井市シルパー人材センター 第157号 ：e

小金井市長

白井亨

新年明けましておめでとうございます。

公益社団法人小金井市シルバ一人材センター会

員の皆様におかれましては、健やかに新年をお迎

えのこととお愛び申し上げます。

また、日頃より市政運営にあたりまして、格別

のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

本市は令和6年3月に、第9期小金井市介護保

険・高齢者保健福祉総合事業計画を策定し、「高

齢者の方の就労支援」を基本施策の一つとして掲

げております。この事業計画では、就労を望まれ

る高齢者の方が、それまでっちかってきた技能や

技術を活かしながら、地域共生社会の一員として

活躍できるよう、地域活動の機会や蒲報の提供に

努め、様々な団体と市が連携して、高齢者の方の

慟く機会を拡大していくこととしております。

超高齢社会を迎えた本市において、地域の高齢

者の方の就業を通じた地域社会への貢献や、生き

がい・居場所づくりに取り組まれる貴会の活動

は、今後ますますその翫要性が高まるものと認識

しております。市といたしましても、貴会と緊密

に連携しながら「高齢者の方の就労支援」の取組

を継続してまいります。

結びに、貴会の益々のご発展と、会員の皆様の

ご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げ、新年の

挨拶といたします。

小金井市議会議長

宮下誠

明けましておめでとうございます。皆様におか

れましては、お健やかに新しい年をお迎えのこと

とお再び申し上げます。

我が国は今、世界で最も高い高齢化率ですが、

長寿の方が多いということは、人類数千年の夢で

ある不老長寿へ向けて、課題に直面しながらも解

決へと努力しつつ最先端を走っていると言え、素

晴らしいことだと思います。あとはどのように老

いるかです。

そこで、高齢者の活躍を推進する重要性が一層

増してきます。その活躍の場は雇用のほか、シル

バ一人材センターなどの生きがい就労、ボラン

ティアなど多様な形態がありますが、なかでもシ

ルバ一人材センターは、多くの高齢者が参加でき

る菫要な拠点です。

たとえば、 80歳以上の方が多数、貴会で就労し

ていますが、全国シルバ一人材センター事業協会

の令和4年度統計によると、会員の最高年齢は男

性］04歳、女性103歳とありました。また最近では、

認知機能の低下が見られる会員と正常な会員がペ

アを組み、清掃事業を支障なくおこなっている事

例もあります。同協会の金子順ー会長は「認知機

能が少し低下していても、一定の支援があれば社

会活動を継続できることを多くの人に知ってほし

い」 と述べています。

限りなく可能性に満ちた貴会のますますの発展

を瞑ってやみません。本年もどうぞよろしくお願

い申し上げます。

・シ．社
自転車も違反をすれば青切符（東町還藤稔氏） ● 
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トピックス窪①2024
●地域班集会4年ぶりに開催 (1月）

• Smile to Smile 運用開始 (4月）

●理事会でタブレット導入 (4月）

•新正職員 2名採用 (5 月 1 日）

●普及啓発活動として駅前ティッシュ配り（理事・手工芸班） （6月11日）

●地域班長・地区委員・広報担当委員合同会議

（キックオフイベント）初開催 (7月1日）

•いきいきフェアと小金井市シニア元気フェスタ同日開催 (9 月 14日）

●体力測定の一環として「ガイドウォーキンク」開催 (10月17日）

●他シルバ一人材センターとの交流

（多摩市SC・狛江市SC・武蔵野市SC・国分寺市SC)

●各種サークル活動の立ち上げ支援 (11月）
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● 健康は食事と運動忘れずに （貫井北町桂雄二郎 氏） ● 
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就業10か所めを目指して

中町片山清

我家は片山てつ（柴犬、 20年目、獣医によると、

人間なら110歳くらい）との三人暮し。幼い頃か

ら一つ布団で過ごした大事な家族。シルバーの配

分金をてつも楽しみにしている。

振り返れば就職は一発当確、働きすぎ遊びすぎ

がたたり長期療養に社会復帰は不可能と宣告され

る。近代医療も効果無し。突然「示現学」と出会

いたちまち完治、「活性細胞移植論」と云うそうだ。

シルバー人材センターに入会して10年を大幅に

超え、シルバーの就業は生きがいの一つになって

いる。気が付けば8業種に及ぶ。小中学校の早朝

管理、下校の見守り、明る＜輝く彼等の将来を夢

見る。

今、対照的に「70歳以上の高齢者の見守り」、

静かな下り坂の夢。 10月に大事な大事な家族てつ

と永遠の別れ、目標を一つ失う。新しい目標をあ

と二つで10に達する就業先を見つけることに。体

カの衰えは隠せないが、シルバーの就業の無い日

のグレーの色を離れたいものだ。

表彰状

片山 ー（つ“
’̀ 
冷←“‘“

あ，，たば永ルにわたり場正鍔＊

ミ9l.広杜の一長として多 くの

愛情ef主がれてさ工した
あなたの動わ彙“otuヽeなえる
どともヽ；｀テ・ツらゃ ん0*.. 

t虹いよ釘いたしlす

令/,,5~~ 屠 ｀＂り

公がl紺綸人広士“載ふり会

金*.l.貸仏追

“微ガ＇から“大きなガ’ヘ

貫井北町大渡正士

メキシコのある海岸で、何千ものヒトデが打ち

上げられていました。そこである男がヒトデを一

つずつ海に投げ返していました。通行人がその理

由を尋ねると「こうしないと、干からびてしまう

から」。通行人は「こんなに多くのヒトデだから、

あんた一人では何の力にもなれないよ」。すると

男はニッと笑い「でも今海に帰ったヒトデは喜ん

でいるよ」という話があります。

ブラジルの蝶の羽ばたきが、テキサスで大きな

トルネードを引き起こす「バタフライ効果」といっ

た言葉があります。これらの話から得られる教訓

は、一人は「無力」ではなく 「微力」である。何

もしない無力はいくら積んでも「ゼロ」、微力は積

み董ねれば「大きな力」となるということです。

47年間の教員生活を終え、その経験を地域社会

で活かせないかということで、シルバー人材セン

ターに入会させていただきました。

現在、学習教室班13名は、小学生並びに中学生

との学習において、「微力」を大きな力にすべく

日々活動しています。

一説では「蛇」は脱皮をすることから 「再生」

を連想させるそうです。「巳年」を迎えるにあたり、

第二の人生に新たな活力を与えてくださる本セン

ターには感謝しております。

あ先にとうぞ心の余裕が事故防<'(本町大島建雄氏） ● 
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写真「出初め式」

緑町戸上鉄男

写真「初日の出に照らされる富士山」

中町伊東浩

写真「初春や紅白きそふ梅の花」

貫井北町土屋文雄
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写真 豪徳寺「まねきねこ」

本町檜森正子

● 思いやり ルール守って無事故の輪 （貫井北町野口辰郎氏） ● 
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狂言面「狸」

貫井南町依田孝志

蒙刻「瑞祥新春」

前原町尾上裕

写真「こも巻き飾り結び」（たてもの園）

谷達夫

書 「巳」

貫井南町名倉 洋子
己

絵手紙

緑町平野 武

● 自分から進んで取り組む健康管理 （貫井北町 高野清 氏） ● 
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新'4の柑月 2025

令和7年 1月20日

仕`事と趣味（マンドリン、絵手紙）に専念

可昨年以上に演奏活動を充実させ、さらに飛躍のライブ活動を目指しますP

‘まだ2歳の愛犬のためにも、オーバーワークでダウンしないように

毎`朝、血圧を測る

汀蔓正月したい

旅ヽ行に行きたい

く朝から時間を気にせすたくさんお酒を飲みたい

刈露天風呂にゆっくり入りたい

カ`ラオケに行きたい

怪`我などしないで、健康に過こしたい

て生徒数を増やしていきたい

‘温泉に行きた～い

給

毎`風呂上りに体重を計り、カレンダーに書き込んで、目標体重に到達

｀ 

立ぽ茄®· ;~'ー下ー五―エ` ｀｀ ー`ぷ等溢―と; --.
（中町 1-13) 

鴨下製糸工場の正式名称は「鴨下製糸場」です。明治34年(1901)

鴨下玉松により創業されました。場所は現在のケーヨーデイツーの

所です。令和3年、小金井文化財センターで開催された「鴨下製糸

場展」によると、事業内容は輸出生糸 ・ストッキング製造、従業員

125名、取扱高2億8千万円でした。当時多摩地区は養蚕が盛んで、

豊富な地元の繭を原料と していました。最初水力（小金井分水）に

よった動力は、次に石炭を燃料とする蒸気機関、さらに電気モーター

へと変わりました。創業時の従業員は十数名でしたが、大正元年

(1912)には飛躍的に増えました。窯数は60、年間の製糸高は l千貫（約

3, 750kg)にのぼり、小金井近代産業の先駆的役割を果たしてぎまし

たが、第二次世界大戦後は全国的に製糸業が衰え、昭和53年(1978)

に閉鎖されました。ケーヨーデイツーの横、駐車場の所に、小金井

市教育委員会により案内板が設置されました（令和5年3月）。

鴨下の製糸栄えた 工場跡（こがねい郷土かるた）

~ -----------------------------------------------. 
● まあいいやゆるお心に潜あ事故 （前原町飯田勝巳氏） ● 
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小金井市シルバ一人材センター

一 一シルバーのための健康講座
マンドリン演奏会

～心安らぐひとときをともに～＿ 
第157号 〇

ー

--
日時：令和6年12月6日（金） 10:00~12: 00 

場所：小金井宮地楽器ホール小ホール

参加者： 115名

出 演：小金井マンドリンクラブ

主催者：女性委員会

当センター女性委貝会は、年度初めにその年の

健康講座の企画に取り組みます。今年度も昨年同

様、“心の健康”をコンセプトに「マンドリン演

奏会」に決定、詳細を詰めていきました。

今回登場の「小金井マンドリンクラブ」は平成

6年宮澤榮作先生のご指導の下 「小金井マンドリ

ン同好会」 として発足、その後 「クラブ」となり

小金井市及び近隣地区の方々を中心に20余名でマ

ンドリン合奏を楽しんでいます。

部員はシニアの方を中心に活動しており 「マン

ドリン合奏を楽しく 」をモットーに毎年新しい曲

に新鮮な気持ちで挑戦しているとのことです。

当日は、木場会長の挨拶、シルバー人材センター

の紹介のあと演奏が始まりました。曲目は全部で

14曲、唱歌・歌謡曲・ワルツ・タンゴといずれも

どこかで聞き覚えのある恢かしい曲が並び、思わ

ず身体でリズムを取っている自分に気づきまし

た。途中「故郷」ではマンドリン演奏を伴奏に参

加者全員の合唱があり、久しぶりに大きな声で歌

い、大いに楽しむことができました。アンコール

には藤山一郎の「丘を越えて」。盛大な拍手で終

了しました。
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参加者の感想
ヽ

・穏やかな12月、マンドリンの音色に安らぎを感

じました。

・幅広い曲で楽しめました。

・なじみのある曲を美しい音色で、楽しい時間を

過ごすことができました。

・皆さんの熱演に感動しました。

•音楽会の演奏も同年の方々、若々しい演奏で感

激しました。また開催して下さい。

・指揮者の一生懸命に感激しました。

•このような素晴らしい会を開いて下さりあり

がとうございます。

・クリスマスソングも聞きたかった。

回船回

こちらヘアクセスし

ていただくと当日の

演奏（一部）を聞く

ことができます

● 自転車の歩道走行忘れるな歩行者優先（桜町大野芳輝氏） ● 
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租麦疇壱弓労mg
各地域で開催され病青掃等ポランラィアに積蘊的に参加し穣しょう。

＇ 
シルバークリーン大作戦

実施日：令和6年10月21日（月）

場 所：各地域班

参加会員： 161名

当センター設立記念日にシルバークリーン大作

戦を実施しました。早朝から 1時問余り、小金井

市内の居住区を清掃しました。通りすがりの方か

らお礼の言葉をいただき、とてもすがすがしい気

分になりました。
,W冷 rr

前原町連合大運動会会場の

駐輪整理・誘導のサポートに

携わって （令和6年11月3日）......................................... 
前原町地域班長河田茂

このサポートは、前原町地域班の地区委貝4~

5名で作業しています。大会は午前8時30分集合・

9時開始ですが、私たち駐輪サポートは8時集合、

会場入口付近から参加者の駐輪誘導・整理を行い

ます。参加者の集合時間が近づくにつれて入口付

近は混雑し、手際よく誘導をしなければなりませ

ん。競技進行中は駐輪スペースを巡回し、大会終

了後はスムーズに退場できるよう誘導します。

本大会もコロナ禍で昨年、 3年ぶりに開催しま

したが、少子化等の影響もあり参加者が減少して

いる状況です。しかし、秋晴れの下での参加者の

父母や子供さんたちの声援、歓声を聞きながら楽

しく作業をしています。これからも地区委員のメ

ンバーと協力して前原町連合大運動会をサポート

できればと思っています。

● 譲り合う気持ちが一番事故防ぐ（梶野町秋庭麻美氏） ● 
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豪刻を楽しむ

前原町 尾上 裕

長い歴史を持つ築書体は、築書体⇒隷書体⇒草
書体⇒行書体⇒楷書体と変遷しています。築刻の
書体が原点なのですね。

普段は馴染みがないですが、書道や絵画が完成

した時に自分の「落款」を押しますが、これは築

書体が一般的です。

私たちがいつも目にしている i曰ネ配子専 ―

日本の紙幣にも策書体の印鑑が 1 9t.E’-l 
有ります。 h直墨a應
表面に「総裁之印」（赤丸）があり、日本銀行総裁

の印鑑で、裏面にも「発券局長」の印鑑があります。

小金井市に「築刻サークル」があります、築刻講

座を市報で知り、習い始めてやっと 3年目。書道

の落款を自分で作りたくて講座に参加したのがキッ

カケです。諺や好きな熟語を選び、先生からデザイ

ンや文字の形などのアドバイスを受け、印刀（彫刻

刀のようなもの）で平らな石に文字を書いてこれに

沿って削っていきます。失敗しては削り直し、数日

掛かって何度も修正しながら完成します。出来上

がったものを見るのが楽しいひと時です。

サークルでは毎年みんなが作った作品の展示会

を公民館ロビーで開催しています。昨年 「いきい

きフェア」に初めて出品しました。今年も予定し

ています。ご覧頂いて酷評を頂けると励みになり

ますので、期待しており ます。

手話通訳に生涯をかけて

本町 大槻 年己

手話を知ったきっかけは、高校在学中名刺の印

刷を頼み、その名剌を届けてく れたろう者と後輩

が手話と指文字で会話をしている場面を見たとき

だ。まだ講習会のない時代、ろう者の集まりに参

加し手話を覚えた。その後、東京都で始まった手

話講習会の一期生として 6か月の講習を経て都の

登録手話通訳者となり、現在にいたるまで手話指

導者 ・通訳者として長い間活動している。

通訳する うえでもっとも気を付けていることは、

相手の言葉を ‘‘如何にして正確に”ろ う者に伝え

るか。そして、“公正中立に”。ろう者の立場に立っ

て通訳するこ とが前提だが、ややもすると心情的

に偏った通訳を行う危険性がある。あくまでも忠

実に話を伝え、判断を下すのはろう者自身。

社会に対して望むことは、もっとろう者や手話

について知ってほしい、障がい者について正しく

理解し、その苦悩を知ってほしいということ。

2025年11月、第25回デフリンピックが東京で初

めて開催される。ろう者が活躍するバスケッ ト

ボールやサッカー等の団体競技を組織するという

長年の夢の実現を間近で見ることできる。

60年近く 手話に携わってきた。これからもろう

者に寄り添い、共に歩んでいきたい。

指文字

ぁ い ＿つ

ース お

． 健康は 生きがい生み出す 良い薬 （貫井南町 横谷 和利氏）． 
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地域班集会日程表

地域班 日程 場所

梶野町 1月15日（水） 婦人会館

緑町 1月16日（木） 緑センター

東町 1月20日（月） 東分館

本町 1月22日（水） 萌え木ホール

貫井南町 1月23日（木） 貫井南分館

中町 1月30日（木） 中町天神前集会場

関野・桜町 1月31日（金） 桜町上水会館

貫井北町 2月18日（火） 中之久保集会所

前原町 3月3日（月） 萌え木ホール

新事務局職員紹介

令和7年1月 6日採用
ひらみね あき

平嶺亜紀

よろしくお願いいたします

退任職員

令和6年12月26日退職

財部美歩

お世話になりました

●●●●●●●●●●●●●●●●●●鬱•• 新入会員です つ”..................

貫井北町

渡邊昭子

児玉敏明
山田幸子

桜町

長谷川恵美子

新美輝夫

梶野町

池田朝子
書間ちょ

宮本 一
石田とも子

前原町

加藤直美

東町

橋本 宏
山森美幸

岩本万里

中町

比嘉満広
関川裕子

本町

西村義徳
佐々木繁

木村 博

金澤房恵

田中敏夫
林 克明

貫井南町

岡山まゆみ

大倉美由起

蔦原説子

上村俊郎

狩野翔子

緑町

赤松寛子
五十嵐稔

赤尾八朗

荒井とし

（令和6年11月1日～12月31日までの入会者30名）順不同

'""""""'"""""""""""""""""'"""""'"""""""""""""""""'""""""'""""""""""""""""'"""""'"""""""""""""""""'""""""'"""""""""""""""""'""""""""'"""""'""""""""""""""'""""""""""""""""'"""""""""" 

直

啜 羞恩
新年を迎え

正月飾りを

押し花にし

ました。と

くさを中心

にノース

ボールなど

の花を使

い、キバナ

コスモスで

華やかさを

だしました。右下には今年の干支巳を表現しま

した。 （前原町草川とみ子）

訃報

謹んでご冥福をお祈り申し上げます

濱村恵子 77歳貫井南町

渡辺克朗 74歳緑町
川田栄子 89歳梶野町

新年特別号として多くの皆様からご協力をい

ただき、ありがとうございました。今後も充

実した誌面作りを心拒け、当センターPRの一

端を担えればと思っています。ご投稿をお待

ちしています。

（阿部記）

● ヤメましょう！ スマホ運転車故のもと （興井北町土屋文雄氏） ● 




